
子ども版学校経営案 ～６年生が目指す２０２２中仙小の姿と、そのアイデア～

子どもが考えて
みんなと創る

“おらだの学校”を目指して

令和４年度のスタートに、６年生みんなで中仙小学校の
今年のキャッチフレーズをもとにして、自分たちでつくる
「自分たちの学校」に対する夢や希望を出し合い、みんな
の思いを見えるようにまとめました。
そして、まずは
○５月からは、火曜日をそうじのない長い昼休みにして、
「楽笑タイム」をつくって、みんなで「楽しい学校」
の実現を目指していきます。
○職員室前の廊下に、「子ども版学校経営案」コーナー
をつくり、いつでも自分たちのアイデアで新しい計画
を考えたり、できたことを振り返ることができるよう
にしていきます。

【６年生から出された、その他のアイデア】

・全校みんなが楽しめる学校 ・楽しみ会が月に一度ある学校
・楽しみなこと（学園祭など）がある学校

・自分から進んであいさつ
・地いきでもあいさつできる学校

・困っている人がいたら声をかける ・だれとでも話す学校
・学年関係なくなかよく助け合う学校
・全員公平で一人一人の長所を生かす学校
・自分のとくいなことを発表する

・しんけんなときと楽しいときの区別をする
・まじめにがんばる

・次の勉強が楽しみになる授業

・まわりの話に反応して、積極的に手を挙げる
・自分の考えを元気に発表できる
・１日１回 一人一人が発表
・自分に自信をもって自分の意見をたくさん発表できる
・どんなことにも取り組む

・
・休み時間はクラス全員で楽しく遊べる学校
・昼休みは、外で元気に遊ぶ

・「健康デー」をつくる
・早ね、早起き、朝ごはん
・給食で、好ききらいしないで食べる
・しっかりマスクをつけて、しょうどくする

☆ たくさん笑って、たくさん遊べる学校にしたいです。そのためにも、私たち６年生が進んで、
自分にできることをがんばっていきたいです。 （６年・高橋 陽星）

☆ みんなで明るい学校をつくっていくためには、あいさつや笑顔をたくさんがんばっていけば、
いい学校になると思います。その中でも、私はあいさつをすることはもちろん、だれとでも話す
ことをがんばっていきます。 （６年・戸嶋 絢香）

☆ あいさつと思いやりを大切にして、みんなと楽しい学校をつくっていきます。そして、全員が
きそく正しい生活ができる学校にしたいです。私自身も自分から笑顔を心がけて、全校に広げて
いきたいです。 （６年・荒川 美優）

徳（楽しみ・心）〈やさしく〉
○明るく 笑顔がいっぱいの学校

○だれにでも あいさつする学校

○思いやりとやさしさがあふれる学校

○自分のいいところがわかる学校

体（健康・運動）〈たくましく〉
○たくさん遊んで 笑える学校

○楽しく 健康でいられる学校

○たくさん食べて たくさんねて

元気に活動できる学校

ら く ＳＨＯＷ

“楽 笑”な学校
なか１０００ 笑楽校

知（授業・勉強）〈かしこく〉
○“ON”と“OFF”の

「きりかえ」ができる学校

○みんなが楽しく笑い合って

勉強できる学校

○自信をもって

チャレンジできる学校


